
農業生産物の減少対策と人口流入

当JAでは、生産者の高齢化並びに都

市化に伴う農地減少により農産物生産

量の減少が喫緊の課題となっております。

反面、ここ数年大型商業施設の開業

並びに新駅開設など、若年層の人口流

入が増えている状況であります。

以上を鑑み、当JAでは、組合の骨格

を担う正組合員と今後、当JA管内に在

住する住民との交流を図るため、「田植

え・稲刈り体験おコメ作り隊」を企画。

受入農家＆参加者の声

【受入農家】

・田植え・稲刈りを通じ、参加者

との交友が図れた。

・田んぼに入ったこともない参加

者もおり、懇切丁寧な説明に心

がけた。

・参加者の笑顔を見て、是非来

年度以降も開催を検討いただき

たい。

【参加者】

・家族4人で参加したが、田んぼ

に入るのが初めてで、当初は不

安を覚えていたが、農家様の丁

寧な説明により、不安が解消さ

れた。

・田植え時の「野菜詰め合わせ」、

稲刈り時の「新米」プレゼントがよ

かった。

・農家は休みがなく、丁寧に米

作りを行っており、想像以上の重

労働と認識した。今まで以上に

食の供給に感謝していきたい。

・JAに関しては、農産物の管理

や農薬などの販売を行っている

団体と認識していたが、このよう

な機会を提供いただき、感謝し

たい。

結論

受入農家・参加者の両者から

一定以上の評価をいただいたも

のと思料。評価を鑑み、令和8

年度以降も継続開催を視野に

入れることとしたい。

農家と地域住民を「つなぐ」！！
～JA花園の地域貢献活動～

JA花園では稲作農業の体験を通じて、田んぼの機能・農業・食料の大切さを理解していただき、
農業に関心を持ってもらう取り組みを行っております。

JA花園

地 域 貢 献 活 動

JA花園 金融共済課
岩田

今回、本記事を担当させていただ

き、ここ数年行っている地域農業活

性化の取り組みについて取り上げさ

せていただきました。毎年ご好評をい

ただき、参加人数も年々増えており

ます。参加者からも、とても楽しかっ

たので、また来年も参加したいとの声

や、田植え稲刈りの大変さを理解し

ていただく良い機会になったと思いま

す。

また、今年度もみなさまの声を反

映し、より多くのお客様にご参加いた

だけるように毎年のイベントとして定

着していけるよう内容等も見直して

いきたいと思います。

JAバンク 埼玉
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